
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 
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製品分類 MPU&MCU 発行番号 TN-SH7-A599A/J Rev. 第１版 

題

名 
SCIF クロック同期式モードのシリアル送信・送受信フローチャー

トに TEND フラグ設定手順を追記 情報分類 技術情報 

対象ロット等
適

用

製

品 

R5S72060W200FPV 

R5E72060W200FPV 全ロット 
関連資料

SH7206 グループハードウエアマニュ

アル (RJJ09B0183-0200 Rev.2.00) 

 

 

SH2A の上記製品に内蔵されています FIFO 内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）において、クロック

同期式モードにおけるシリアル送信・送受信のフローチャートに TEND フラグ設定手順を追記致しましたのでご連絡いたしま

す。 

 

追記された設定手順は下記になりますので、ご参照下さい。 
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シリアルデータ送信（クロック同期式モード）のフローチャート 

 

追記前 

SCFSRのTDFEビットを読み出し 

終了 

送信開始 (1) SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み： 

  SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを 

  確認した後、送信FIFOデータレジスタ(SCFTDR) 

  に送信データを書き込み、TDFEフラグを0にクリア 

  します。 

(2) シリアル送信の継続手順： 

  シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグ 

  の1を読み出して書き込み可能であることを確認した 

  後にSCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラ 

  グを0にクリアしてください。 

(1) 

(2) 

TDFE=1？ 
 

No 
 

Yes 
 

全データ送信？ 
No 
 

Yes 
 

SCFSRのTENDフラグを読み出し 

TEND=1 ? 
No 
 

Yes 
 

SCSCRのTEビットを０にクリア 

SCFTDRに送信データを書き込み、 

SCFSRのTDFEフラグを0にクリア 
 

 

 

 

追記後 

SCFSRのTDFEビットを読み出し 

終了 

送信開始 (1) SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み： 

  SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを 

  確認した後、送信FIFOデータレジスタ(SCFTDR) 

  に送信データを書き込み、TDFEフラグとTENDフラグ 

  の1を読み出した後、これらのフラグを0にクリアします。 

(2) シリアル送信の継続手順： 

  シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグ 

  の1を読み出して書き込み可能であることを確認した 

  後にSCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラ 

  グを0にクリアしてください。 

(1) 

(2) 

TDFE=1？ 
 

No 
 

Yes 
 

全データ送信？ 
No 
 

Yes 
 

SCFSRのTENDフラグを読み出し 

TEND=1 ? 
No 
 

Yes 
 

SCSCRのTEビットを０にクリア 

SCFTDRに送信データを書き込み、 

SCFSRのTDFEとTENDフラグの 

1を読み出した後、0にクリア 
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シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式モード）のフローチャート 

 

追記前 

SCLSRのORERフラグを読み出し 

SCFSRのRDFフラグを読み出し 

終了 

送受信開始 

(1) SCIFの状態確認と送信データの書き込み： 

  SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを確認 

  した後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ 

  を0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変化は、 

  送信FIFOデータエンプティ割り込み(TXI)によっても 

  知ることができます。 

【注】 送信、または受信動作から同時送受信に切り替え 

    るときにはTEビットとREビットを0にクリアして 

    からTEビットとREビットを同時に１にセットして 

    ください。 

初期化 

ORER = 1 ? 
Yes 

No 

No 

Yes 

SCFRDRの受信データを読み出し、 

SCFSRのRDFフラグを0にクリア 

全数送受信？ 
No 

Yes 

SCSCRのTE、REビットを０にクリア 

エラー処理 

RDF =1？ 

SCFSRのTDFEビットを読み出し 

SCFTDRに送信データを書き込み、 

SCFSRのTDFEフラグを0にクリア 

TDFE=1？ 
No 
 

Yes 
 

(1) 
 

(2) 

(3) 

(4) 

(2) 受信エラー処理： 

  受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラグ 

  を読み出してから、所定のエラー処理を行った後、ORER 

  フラグを0にクリアしてください。 

  ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開でき 

  ません。 

(3) SCIFの状態を確認して受信データを読み出し： 

  SCFSRを読み出してRDFフラグが1であることを確認し 

  た後、SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを 

  0にクリアします。RDFフラグの0から1への変化は受信 

  FIFOデータフル割り込み(RXI)によっても知ることが 

  できます。 

(4) シリアル送受信の継続手順： 

  シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームのMSBを 

  受信する前に、RDFフラグとSCFRDRを読み出し、RDF 

  フラグの0クリアを終了しておいてください。 

  また、現在のフレームのMSBを送信する前に、TDFEフラグ 

  の1を読み出して書き込み可能であることを確認してくだ 

  さい。さらにSCFTDRにデータを書き込み、TDFEフラグを 

  0にクリアしておいてください。 

 
 

追記後 

SCLSRのORERフラグを読み出し 

SCFSRのRDFフラグを読み出し 

終了 

送受信開始 

(1) SCIFの状態確認と送信データの書き込み： 

  SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを確認 

  した後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ 

  とTENDフラグの1を読み出した後、これらのフラグを0に 

  クリアします。TDFEフラグの0から1への変化は、 

  送信FIFOデータエンプティ割り込み(TXI)によっても 

  知ることができます。 

【注】 送信、または受信動作から同時送受信に切り替え 

    るときにはTEビットとREビットを0にクリアして 

    からTEビットとREビットを同時に１にセットして 

    ください。 

初期化 

ORER = 1 ? 
Yes 

No 

No 

Yes 

SCFRDRの受信データを読み出し、 

SCFSRのRDFフラグを0にクリア 

全数送受信？ 
No 

Yes 

SCSCRのTE、REビットを０にクリア 

エラー処理 

RDF =1？ 

SCFSRのTDFEビットを読み出し 

TDFE=1？ 
No 
 

Yes 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(2) 受信エラー処理： 

  受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラグ 

  を読み出してから、所定のエラー処理を行った後、ORER 

  フラグを0にクリアしてください。 

  ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開でき 

  ません。 

(3) SCIFの状態を確認して受信データを読み出し： 

  SCFSRを読み出してRDFフラグが1であることを確認し 

  た後、SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを 

  0にクリアします。RDFフラグの0から1への変化は受信 

  FIFOデータフル割り込み(RXI)によっても知ることが 

  できます。 

(4) シリアル送受信の継続手順： 

  シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームのMSBを 

  受信する前に、RDFフラグとSCFRDRを読み出し、RDF 

  フラグの0クリアを終了しておいてください。 

  また、現在のフレームのMSBを送信する前に、TDFEフラグ 

  の1を読み出して書き込み可能であることを確認してくだ 

  さい。さらにSCFTDRにデータを書き込み、TDFEフラグを 

  0にクリアしておいてください。 

SCFTDRに送信データを書き込み、 

SCFSRのTDFEとTENDフラグの 

1を読み出した後、0にクリア 

 
 

以上 


